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東京工業大学経営工学系でのOR教育と研究
塩浦　昭義

本稿では，東京工業大学工学院の経営工学系・コー
スにおける ORの教育と研究の様子を紹介する．東工
大における「○○学院」というのは，2016年 4月の改
組によって生まれた，学部と大学院を統合した組織で
あり，「○○学院」は「○○学部」「○○学研究科」に
対応する．また，「××学系」は「××学科」，「××学
コース」は「××学専攻」に対応する．経営工学系の
前身は旧経営システム工学科・専攻および旧社会工学
科・専攻の一部であるが，これらの旧組織における OR

教育についても触れる．なお，東工大で OR教育・研
究を行っている教員は数理・計算科学系（旧情報科学
科）にも多く所属しているが，数理・計算科学系での
OR教育については金森先生らが本号で紹介されてい
るので，そちらをご覧いただきたい．また，東工大の
上記以外の組織にもORに関連する教育・研究を行っ
ている教員が所属しているが，紙面の都合上，本稿で
は割愛させていただく．

1. 経営工学系の歴史と特徴

先に述べたように，経営工学系は旧経営システム工
学科と旧社会工学科の一部が一つになって生まれた組
織である．二つの学科には元々，複数の OR関係者が
所属していたこともあり，経営工学系の中でORと関
係の深い教員の数は多い．専門分野ごとに名前を挙げ
ると以下のとおりである（2018 年 10 月時点，50 音
順，敬称略）．
最適化：河瀬康志，塩浦昭義，中田和秀，松井知己，

水谷友彦，水野眞治
ゲーム理論：河﨑亮，福田恵美子，大和毅彦
旧経営システム工学科は 1946 年（昭和 21 年）に経

営工学コースとして誕生し，1958 年（昭和 33 年）よ
り経営工学科，1993 年（平成 5 年）からは経営シス
テム工学科となった．旧経営システム工学科は古くか
ら OR教育を重視しており，過去の資料（経営システ
ム工学科「学科五十年の歩みと今後」）によると，経営
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工学科が誕生した 1958 年の時点ですでに「オペレー
ションズ・リサーチ」という講義がカリキュラムに組
み込まれていたのは驚きである．また，OR学会との
結びつきも強く，学会創立に関わった松田武彦先生は
OR学会および IFORSの会長を務められた．1998～
1999 年に OR 学会会長を務められた水野幸男氏も旧
経営工学科の出身（1953 年学部卒，当時は経営工学
コース）である1. 1990 年以降は現在所属の先生に加
え，森雅夫先生，今野浩先生，矢島安敏先生，白川浩
先生らが研究・教育を行ってきた．
旧経営システム工学科の時代から，経営工学系にお

ける最適化分野の教員は多く，現在では線形・非線形計
画や大域的最適化を含む連続最適化から，整数計画や
離散凸解析を含む離散最適化まで，最適化分野を広く
カバーしている．いずれの教員も，元々は理論的な研
究を主としているが，研究室においては最適化技術の応
用，特に現実問題への応用にも力を入れている．実際，
中田，松井，水野の 3 研究室においては企業との共同
研究を継続して行っており，最適化の理論を現実問題
に活用するためのアプローチを学ぶことができる．ま
た，中田研究室では最適化技術を応用したデータマイ
ニングの研究も行っているが，その研究成果を踏まえ
て，現実データを分析するデータ解析コンペティショ
ンに学生中心のチームを組んで毎年参加し，好成績を
残している（詳細は機関誌 2018 年 5 月号掲載の中田
先生による記事を参照）．
旧社会工学科は 1967 年（昭和 42 年）に誕生した．

学科発足当時より，ゲーム理論の第一人者である鈴木
光男先生が所属していた（のちに旧情報科学科に異動）
こともあり，日本のゲーム理論研究における一大拠点
であった．そのときの教え子の一人である武藤滋夫先
生は，1998 年に東工大に異動したのち，2005 年以降
2016 年まで旧社会工学科に所属していた．二人の先生
はその間，多数の学生を育てており，ゲーム理論分野
に多くの研究者（河﨑先生，福田先生を含む）を輩出
した．
その流れを汲み，経営工学系では現在もゲーム理論

1 元首相の鳩山由紀夫氏は 1976～1980 年に助手として在籍
していた．
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分野の教員が充実している．河﨑，福田，大和の 3 研
究室では，ゲーム理論，数理経済学，メカニズムデザ
インなどに関する，理論的な研究を主に行っているが，
近年では，人間を対象にして理論やメカニズムの妥当
性を実験的に検証する，実験経済学・ゲーム実験の研
究にも力を入れている．これらの研究室に所属する学
生の特徴として，東工大以外の大学の，特に経済・経
営に関する学部・学科を卒業した後に，大学院修士課
程から入学する学生が多いことであり，研究室の半数
近くを占めることもある．
なお，経営工学系は旧社会工学科の頃より，「協力

ゲーム理論」「非協力ゲーム理論」に関してそれぞれ単
独の講義を提供している，日本で唯一の学科である．

2. 経営工学系のカリキュラム

以下，経営工学系の学部・大学院での ORに関する
講義について紹介する．なお，東工大の学部では，1 年
目の終了時に系への配属が決まり，それから 3 年間，経
営工学について学ぶことになる．各講義の詳細につい
ては，東工大のシラバスのWebページ (http://www.

ocw.titech.ac.jp/) を参照されたい．
経営工学系では現在，ORと名の付く学部生向けの

講義が三つあり，「OR基礎」「OR応用」「モデル化と
OR」である．「OR基礎」「OR応用」では，OR分野
におけるさまざまなモデル（問題）を取り上げ，それら
のモデルの諸性質や解法について学ぶ．「OR基礎」で
は，数理計画モデル，特に線形計画，非線形計画，ネッ
トワークフロー，および整数計画を扱う．「OR応用」
では，AHP や DEA などの評価手法，マルコフ連鎖
や待ち行列モデル，選択行動モデルなどの確率的なモ
デル，さらにはゲーム理論に関連するモデルについて
も学ぶ．なお，最小全域木問題や最大マッチング問題
など，離散最適化モデルについてさらに詳しく学びた
い学生には「数理経済学」2という講義があり，ゲーム
理論に関してより詳しくは「協力ゲーム理論」「非協力
ゲーム理論」で学ぶことができる．
「モデル化と OR」では，「OR基礎」「OR応用」で
学んだ OR技術を実際に使うためのトレーニングを行
う．特に，OR技術が適用できそうな身近な課題を学
生自身が見つけ，自分の力でモデル化し，OR技術を
用いて解決策を見つけるとともに皆の前で発表を行う．
この課題解決という演習は旧経営システム工学科の頃

2 数理経済学を学ぶのではなく，経済学・経営工学に役立つ
数理を学ぶ講義

から長い間実施されており，調べた限りでは 1983 年
（昭和 58 年）にはすでに行われていたようである3. 同
様の講義はその後，学生時代にこの講義を受講してい
た吉瀬章子先生により筑波大でも始められ，さらには
ほかの大学でも行われるようになった．また 1993 年
からは東工大，筑波大をはじめ，複数の大学間での合
同成果発表会が開催されている（成果発表会について
詳細は機関誌 2016 年 11 月号掲載の小澤正典先生に
よる記事を参照）．
現在，この講義では，モデリング言語AMPLおよび

最適化ソルバー CPLEXや Gurobiを使って所与の現
実問題を最適化問題としてモデル化し，解いて分析す
るという一連のアプローチ（およびコツ）を学ぶ．そ
の後，現実の物流ネットワークの問題を使って，実際
にモデル化して解く練習を行う．最後に，学生自身で
の課題発見および解決に取り組んでいる．最近の十数
年間は伊倉義郎氏（サイテック・ジャパン）にも講師
をお願いしており，学生にとってはORの実践に関す
るエキスパートからアドバイスを受けられる，貴重な
機会となっている．
そのほか，経営工学系では「マーケティング」「生産

管理」「品質管理」「協力ゲーム理論」「非協力ゲーム理
論」「実験経済学」「ミクロ経済学」「マクロ経済学」な
ど，ORに関連するさまざまな講義を受講することが
可能である．
大学院向けの講義では，数理計画やゲーム理論に関

するより高度なトピックについて学ぶことができる．
中でも，水野先生，中田先生の担当する大学院向けの講
義「数値的最適化」では，線形計画問題に対するさまざ
まな内点法，および半正定値計画問題などを含む一般
的な枠組みである対称錐計画問題への内点法の拡張に
ついて，その分野の専門家から学ぶことができる．特
に，線形計画問題に対する主双対パス追跡法に関する
一連の研究成果でアメリカOR学会（現 INFORMS）
より Lanchester 賞を共同受賞した水野先生，および
半正定値計画問題に対する内点法の開発に関わった中
田先生から内点法について詳しく学べるというのは貴
重な機会であり，学生だけでなく研究者にとってもお
勧めである4．

3 当時の担当は森雅夫先生
4 残念だが，水野先生の講義を受けられるのも残り数年

34（34）Copyright c© by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited. オペレーションズ・リサーチ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings true
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /BGR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHT (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CZE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DAN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DEU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ETI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /FRA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /GRE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HEB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HRV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HUN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ITA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /KOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LTH (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LVI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NLD (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /POL (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /PTB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUM (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SKY (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SLV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SUO (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SVE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /TUR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /UKR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFFff08682aff0956fd969b6587732e53705237793e306e30a430f330bf30fc30cd30c330c8516c958b306b90693057305f002000410064006f0062006500200050004400460020658766f830924f5c62103057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers true
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


